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◎詳しくは、「北海道農村新聞」（年間購読料 1,800 円・税込）をご覧ください。 
 お申し込み・お問い合わせは、道農連事務局（℡011-241-5416）まで。 

１２月の活動記録（上記以外） 

７日 第１回組織財政委員会 
１２日 食・みどり・水を守る道民の会総会 
１８日 道農業再生協議会水田部会 

収入保険制度等に関する説明会 
１９日 第１回役員選考世話人会 
    （一財）道農連会館理事会 
２８日 仕事納め 

１月の活動予定  
５日 連合北海道新年交礼会 

１１日 三役会議 
    H３０年種馬鈴しょ生産管理基準案に 

関する打合せ会議 
１６日 道てん菜協会沖縄視察調査（～１８日） 
１７日 書記長・事務局長会議 
２３日 道てん菜協会企画調整専門部会 
２６日 第７回執行委員会 
    第２回国際貿易交渉を考える道民会議 

幹事会 
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農業簿記・青色申告等講習会を開催 

道農連や道中央会等で組織する道農業

青色申告会（会長：中原浩一道農連書記

長）は１２月５日～７日、札幌市の北農健

保会館で「平成２９年度農業簿記・青色申

告等講習会」を開催し、青色申告を目指す

農業者や各地域の JA や農民組織の担当

者ら述べ４２名が参加した。 

講習会では、谷幹夫税理士が第１、２講

座、森下浩税理士が第３、４講座の講師を

務め、農業簿記の基本や帳簿作成の実務、

青色申告に関する書類作成、消費税の申

告実務などについて学習を深めた。 

全道地区・市町村組織委員長会議で平成２９年度運動経過等を報告 
道農連は１２月６日、京王プラザホテル札幌で全道地区・市町村組織委員長会議を

開催し、全道の市町村組織の委員長ら約１５０名が参加した。第１部の農政研修会で

は、国際ジャーナリストとして活躍する堤未果氏が「報道されないアメリカの真実と

守るべき日本の宝～日本の農業者がなすべきことは？～」と題して講演した。 

第２部では、平成２９年に実施してきた基本農政及び、各業態、税対策の運動経過等

を報告した。特に今年は、関連８法案への国会対策をはじめ、各対策委員会も早い段階

から運動を展開し、合計１２回の中央要請を実施した経過等も合わせて報告した。 

第４５回道農連定期総会の日程が決定 

第６回執行委員会を開催 

道農連は１２月１９日、第６回執行委

員会を開催し、平成２９年度の基本農政

対策や米・水田農業対策、畑作・野菜対

策、酪農・畜産対策の業態別の経過と対

策課題、２９年度年決算見込みや予算素

案などについて協議した。今後について

は、２月１３日～１４日に、札幌サンプ

ラザにて道農連第４５回定期総会の開催

が決定した。なお、次回の執行委員会で

３０年度の運動方針案などを決定する。 

平成３０年酪農畜産物価格等の決定に向けて第２次中央行動を実施 
道農連は１２月１２日～１３日、西原正行酪農・畜産対策委員長を先頭に各地区総

勢１６名で、平成３０年度酪農畜産政策・畜産物価格等に関する第２次中央行動を実

施し、斎藤農水大臣（面会直前に大臣急用のため、大野畜産部長の対応に変更）、農水

省生産局畜産部の各担当課、道選出国会議員等に対し重点要請した。 

第１次中央行動（１１月２８日～２９日）での要請内容から、牛肉ガード見直し反

対、加工原料乳補給金単価及び集送乳調整金単価の適正な設定、チーズ等国産乳製品

の生産振興・品質向上のための万全な生産者等支援対策など重点的に６項目を求めた。 


